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1. はじめに 

日本の線路は、多様な技術を身につけた作業員や数

種類の作業をこなす車両によって、日々より良い状態

に保たれています。 

しかし、1 年前、最大震度 6 弱を記録した大阪府北

部地震では、作業員を乗せた車が道路渋滞にはまり、

線路の点検が大幅に遅れる事態となりました。 

このように大規模な災害が発生すると、線路点検に

もトラブルが発生する恐れがあります。また、落石な

どの被害が発生すると、作業員や車両が線路に入れな

くなり、線路点検ができなくなります。 

 このような事態を解消するため、私たちはドローン

による線路監視システム「DLMS」を提案します。 

2. システム概要 

 本システムでは、ドローンを線路模型に沿って飛行

させ、線路模型の様子を撮影します。撮影した動画は

機械学習用のサーバーに送信され、解析されます。線

路模型に異常が発見されたら、ドローンが一時停止さ

れ、サーバーから画像と位置情報が提示されます。 

 
図 1 システム概要図 

3. ライントレースシステム 

 画像解析時、ドローンが線路模型から逸れて飛行さ

れているのが確認されたら、ドローンの動きを修正し

ます。 

 
図 2 ライントレースシステム図 

4. 機械学習 

 予め大量の線路データを機械学習で訓練させます。

この結果をもとに異常の有無を判定する機能を作りま

す。また、線路データから実際の線路を認識し、ドロ

ーンを飛行させます。 

 
図 3 機械学習の活用図 

5. おわりに 

 今回は線路の代わりに線路模型を使用しました。し

かし、実際の線路でこのシステムを使用する場合、解

析技術や気候の問題の発生が懸念されます。これらの

問題を解決し、実用性をさらに高めていきたいです。 

「 」とは

創造力のある人材が求められる現代において，ブロ

ック遊びは手軽に創造力を鍛えることのできる遊びと

して普及しています．しかし，従来のブロック遊びで

は，作品のスケールが小さいため細かく作りこまれた

内部構造は視認しづらいなど 表現の幅に限りがあり

ます．

私たちの制作した「 」では，作品の

作成過程を データ化することができ，また を用

いることによってブロックの世界を探索することがで

きるため 図１ ，制作でも，鑑賞でも，ブロック遊び

の楽しみを大きく広げられます．

図 システム概要

「 」できること

創る

・従来のブロック遊びと同じように実際に手を動

かしてブロックを積み上げていくだけで，自動

でブロック世界の データが作成されます．

・複数の作品を結合することで，机の上では表現

しきれない広い世界を作成することができます．

・特定の色，またはブロックに対してテクスチャ

を張り替えることによって，より多様性のある

デザインが可能になります．

観る

・あなたが作った世界を好きなサイズに拡大し，

で探索することができます．制作過程を記録

しているので，建物の中も自由に入ることが可

能です．

・道路で車を走らせるなど，特殊なブロックの動

きを認識し， 内の対応する物体と連動させる

ことで，特定のアクションを起こすことが可能

です．

シェアする

・作成したオリジナルの世界は，他のプレイヤー

とシェアすることが可能です．様々な作品から

受けたインスピレーションがあなたの世界を

より創造的にしていきます．

システム構成

「 」は，クラウドサーバー，

端末，ブロック認識用深度センサー リアルセンス ，

画像処理用コンピューターによって構成されています

図２ ．それぞれの機能については以下の通りです．

図 システム構成

クラウドサーバー

配置されているブロックのデータを保存し，

端末にリアルタイムで配信します．

端末

サーバーから配信されたデータをもとに デー

タを生成します．ユーザーはこの端末を使い作品を

で確認することができます．

リアルセンス，画像処理用コンピューター

リアルセンスを使い，ブロックの座標，色を取得

します．その後，画像処理用コンピューターで直前

のデータと取得したデータを比較し，ブロックの追

加，削除を判断してサーバーにデータを送信します．

まとめ

「 」は，従来のブロック遊びには無

い新たな視覚体験を提供します．従来と変わらない操

作で，より多様性のある刺激的な創作を可能にするこ

とで，楽しみながら想像力，創造力を養うことができ

ます．


